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泣
な

かないようにこらえながら，モ
リーはお姉

ねえ

さんのメーシーにお
別
わか

れを言
い

いました。「お姉
ねえ

ちゃん，大
だい

好
す

き！」モリーは言
い

いました。メーシーはモ
リーをギュッとだきしめ，
「何

なん

か月
げつ

かしたら，また会
あ

えるからね」
と言

い

いました。メーシーは大
だい

学
がく

に行
い

くために家
いえ

をはなれるのです。モ
リーのお兄

にい

さんの一
ひと

人
り

は，すでに家
いえ

を出
で

て大
だい

学
がく

に通
かよ

っています。もう
一
ひと

人
り

のお兄
にい

さんは伝
でん

道
どう

に行
い

って
います。みんながいなくなっ
て，モリーはどれだけさみし
く思

おも

うことでしょう！
お母

かあ

さんがモリーの手
て

を
にぎりました。二

ふた

人
り

はメー
シーが車

くるま

で去
さ

っていくのを
見
み

つめました。「さみしくな
るわね」とお母

かあ

さんが言
い

いま
した。お母

かあ

さんの目
め

になみだが
見
み

えます。
モリーは家

いえ

にもどり，空
から

になったメーシーの寝
しん

室
しつ

に入
はい

ってドアをしめました。そして，メーシーのベッ
ドにすわって泣

な

き出
だ

しました。
だれかがドアをノックしました。お母

かあ

さんとお父
とう

さんが入
はい

ってきました。二
ふた

人
り

はモリーをだきしめま
した。モリーのなみだがかわくまでみんなでメー
シーのベッドにすわっていました。
「メーシーがいなくなってさみしいよね」とお父

とう

さ

んが言
い

いました。「家
か

族
ぞく

でおいのりをしよ
うか。天

てん

のお父
とう

様
さま

に，元
げん

気
き

が出
で

るように
助
たす

けてくださいってお願
ねが

いしよう。モ
リー，おいのりをしてくれるかい。」

「分
わ

かった。」モリーは頭
あたま

を下
さ

げ
ました。「天

てん

のお父
とう

様
さま

，家
か

族
ぞく

のみ
んなに感

かん

謝
しゃ

します。ウィル，パー
カー，メーシー，わたし，それからお

母
かあ

さんとお父
とう

さん。わたしたちが永
えい

遠
えん

に家
か

族
ぞく

でいられることに感
かん

謝
しゃ

しま
す。わたしたちになぐさめをおあた
えください。そして，とってもさみし
くならないように助

たす

けてください。」
夜
よる

ベッドに入
はい

るとき，モリーは
メーシーとおしゃべりできたらいい
のにと思

おも

いました。けれどモリー
は，天

てん

のお父
とう

様
さま

が自
じ

分
ぶん

のいのりを
聞
き

いてくださったことを知
し

ってい
ました。元

げん

気
き

が出
で

るよう助
たす

けてく
ださることを，モリーは知

し

っていま
した。

次
つぎ

の日
ひ

の朝
あさ

は，家
いえ

の中
なか

がとても静
しず

かでした！ メー
シーと笑

わら

い合
あ

いながら学
がっ

校
こう

へ行
い

くじゅんびをしてい
たのを思

おも

い出
だい

して，さみしくなりました。一
いっ

緒
しょ

に朝
あさ

ご
はんを食

た

べておしゃべりをしていたのも。メーシー
は時

とき

々
どき

モリーに，セミナリーで学
まな

んでいるこ
とを話

はな

してくれました。福
ふく

音
いん

について
話
はな

すとき，モリーはいつも平
へい

安
あん

を感
かん

じました。

ジュリアン・ドーマン
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

「とってもさみしく 
ならないように 

助
たす

けてください。」

そうだ！ モリーはいい考
かんが

えを思
おも

いつきました。
モリーは学

がっ

校
こう

のじゅんびをすると，お母
かあ

さんのと
ころへ行

い

きました。
「ハイ，大

だい

好
す

きなモリー。」お母
かあ

さんはモリーをだき
しめました。「学

がっ

校
こう

の支
し

度
たく

はできた？」
「学

がっ

校
こう

に行
い

く前
まえ

に，大
たい

会
かい

のお話
はなし

を一
いっ

緒
しょ

に読
よ

んでく
れる？」モリーは言

い

いました。「そ
うすれば，元

げん

気
き

が出
で

る助
たす

け
になると思

おも

うの。」
お母

かあ

さんはにっこ
りしました。「それ
はいい考

かんが

えね。」
二
ふた

人
り

は 交
こう

代
たい

で，
なぐさめについて

平
へ い

安
あ ん

を見
み

いだす
の大

たい

会
かい

のお話
はなし

を読
よ

みました。モリーは，お母
かあ

さんと
一
いっ

緒
しょ

にすごす時
じ

間
かん

はすてきだなと思
おも

いました。お
母
かあ

さんと一
いっ

緒
しょ

にお話
はなし

を読
よ

むのはとてもいい気
き

分
ぶん

でし
た。

読
よ

み終
お

わると，モリーはにっこりしました。「また
一
いっ

緒
しょ

に読
よ

もうね！」
メーシー，ウィル，パーカーがいてくれたらなとい

う気
き

持
も

ちはまだありましたが，さみしさは少
すこ

しだけ
おさまりました。モリーのいのりはこたえられたの
です！ モリーはお母

かあ

さんとお父
とう

さんと一
いっ

緒
しょ

にすごす
ことができます。そして，預

よ

言
げん

者
しゃ

の言
こと

葉
ば

が平
へい

安
あん

を見
み

いだすのを助
たす

けてくれます。●
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